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年齢や能力に関係なく，相互的な社会関係およびコミュニケーションの
質的障害は自閉症スペクトラム障害（Autism spectrum disorder:ASD）に
特徴的な症状である．ASDにおいては，円滑な対人関係を構築し維持する
ことが困難で，ごっこ遊びが出来ない，情緒的交流や感情表現が乏しい，
皮肉や嘘の理解や使い分けができないなどの特徴があり，これらはいずれ
も，他者の心理を行動から想像し理解する能力（心の理論）の障害により
もたらされていると考えられている．この仮説は，心の理論欠如説 
“mindblindness”として知られており，言語的な誤信念課題である，「サ
リーとアン課題」を施行した際に，健常児とダウン症児は正答できたのに
対して，自閉症児では正答できないと言う報告により検証されている．し
かしながら，言語能力の高いアスペルガー症候群などではこれらの言語的
な誤信念課題を正答できる者が多く，“mindblindness”仮説を複雑なもの
にしていた． 
そこで，“mindblindress”仮説の進化形として，「ASD においても高い
能力を有する者は，誤信念を明確に理由付けする能力を代償的に学ぶこと
が出来るが，自然発生的に他者の心理を推し量ることについては困難であ
る．」という仮説が提唱された．この新たな仮説の検証のために，Senju
等は非言語的な手段を用いて誤信念課題を被験者に示し，言語的な誤信念
課題を施行した時との違いを報告した．Senju等の研究においては，言語
的な誤信念課題を正答したアスペルガー症候群の被験者が，非言語的な手
段（動画）を用いた「受動的な」誤信念課題においては自発的に他者の心
の動きを予測することが困難であるということが示されたが，その後に十
分な追試などは行われていない．本研究においては，ASD の診断における
生物学的な指標を得ることを目的として，Senju 等の結果を検証するため
に，彼らが用いたものと類似した動画を用いて健常成人と ASD 成人の動画
視聴時の眼球運動を測定し，両群の注視部位・場所などを比較した．その
結果，ASD においては健常者と異なる注視部位のパターンがみられ，心の
理論の欠如説を支持する結果を得た． 
